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オーセンティシティに関する連続研究会 記録 
第６回「京都観光のオーセンティシティ」 
*24 年 5 ⽉に京都で研究会を３回に分けて実施したが、記録集の便宜上、これを第６回とした。 

 
開催⽇時：2024 年 5 ⽉ 18 ⽇ 10:00〜12:00 
開催形式：⽴命館⼤学歴史防災研究所＋Zoom 
主催：⽇本イコモス EP (若⼿専⾨家)委員会＋観光⼩委員会 
研究会企画：桑原佐知⼦(司会) 
 
■開催趣旨 
「京都のオーセンティシティ＝京都らしさとは？」 
京都の何を持って私たちは「歴史都市」と⾔っているのでしょうか。⻑い歴史の中で 京都は
進化し続け、歴史的な街並みだけではなく、現代の街としての顔が重なっているのが京都の
特徴でもあります。 
「京都らしさ」を、都市構造、寺社、地域の⾃治、京都の⾷、祭り、佇まい等々、様々なスケ
ールのオーセンティシティが多層的に存在してつくりあげているものと捉えてみます。 これ
を、 本研究会では「ホロニックなオーセンティシティ (Holonic authenticity) 」と名付けま
す。⼀つ⼀つの京都らしさ（オーセンティシティ）は細胞組織のように単体としても⾃律し
て、そして有機的にも繋がって豊かな全体像を⽣み出しています。本研究会は古都京都にて、
ホロニックな「京都らしさ」のいくつかについて、そして、その関係性がつくる「京都らし
さ」について、多⾯的に議論を⾏います。 
 
その多⾯的な議論の１つとして「京都観光」を取り上げ、「京都観光のオーセンティシティ」

と題した研究会を開催します。議論にあたっては、京都市観光協会が実施する「インバウン
ドイノベーション事業」（市内事業者のインバウンド向けコンテンツ造成・販売⽀援事業）に
おける「本物のより深い京都の魅⼒の体験（オーセンティシティ）」という基準や、「京都の
提供価値」に対する有識者ヒアリング、海外アンケート調査結果などから、「京都らしさ」と
してのオーセンティシティについて考えます。また、実際に観光商品として「京都らしさ」
を提供する際の留意点についても議論を⾏います。 
 
■プログラム 
1. 趣旨説明 

桑原佐知⼦（⽇本イコモス EP 委員会、⽇本イコモス⽂化観光国内学術委員会・委員） 
 

2. 講演 
①「京都観光のオーセンティシティ」 
 福永⾹織(公益社団法⼈京都市観光協会（京都DMO）・企画推進課企画官) 
②「繰り返された京都らしさの議論」-形作られた京都の表象-	
	宗⽥好史（関⻄国際⼤学国際コミュニケーション学科・教授）	
	

3.質疑応答 
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1. 趣旨説明 
（桑原佐知⼦ ⽇本イコモス EP、⽇本イコモス⽂化観光国内学術委員会・委員） 

 

 
これより、⽇本イコモス EP常置委員会オーセンティシティに関する連続研究会「京都観

光のオーセンティシティ」と題した研究会を開催いたします。私は、本⽇進⾏をさせて頂く

桑原と申します。 

 

 

 
早速、本⽇のプログラムです。この後、私の⽅から今回の研究会の趣旨について説明いた

します。10 時 5分より、公益財団法⼈京都市観光協会企画推進課企画官の福永⾹織様より、

ご講演をいただきます。その後、10 時 45 分頃より、ディスカッションを開始いたします。

本⽇はディスカッサントとして、関⻄国際⼤学国際コミュニケーション学部観光学科の宗

⽥先⽣にもご参加いただいており、ディスカッションタイムは宗⽥先⽣のディスカッショ
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ンからのスタートを予定しておりますので、よろしくお願いします。 

 

 

 
本⽇の研究会の趣旨についてです。 

 

 

 
⽇本イコモス EP常置委員会では、2023 年より、サントリー⽂化財団の助成を得て、「オ

ーセンティシティに関する連続研究会」を開催しており、⽂化遺産の観点からのみならず、

学際的な観点からオーセンティシティについての議論を継続しております。 

観光分野においてはこれまで、観光資源や場のオーセンティシティについてはあまり議

論がされていないという課題認識があります。そこで、⽂化観光を扱う専⾨家は何をする必

要があるのかということを考えることを⽬的とし、昨年 11⽉に「⽂化観光のオーセンティ

シティとインタープリテーション」（第 3回研究会参照）と題し、⽂化遺産と観光の観点か
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らオーセンティシティについて議論を⾏いました。 

 

 

 
その内容については、図に簡単に⽰しております。⽂化遺産からの視点については宗⽥先

⽣からご講演いただき、歴史とは解釈であり、時代により歴史観は変わる。⽂化遺産も歴史

観に沿って、権⼒者によって都合の良いように扱われてきた。そのため、何が本物かという

のは観光客が⾃分⾃⾝の⽬で伺う必要があり、観光客にはそれだけの教養が必要であると

いうことが主張されました。 

⼀⽅で、観光分野におけるオーセンティシティについては、真正性ではなく本物感、創発

的なオーセンティシティといった概念が紹介されました。そして、ドバイを事例に、世界遺

産のような真正な歴史や伝統が備わっていなくても、場所にストーリーを乗せて発信し、調

和のとれた世界観を提供することで、オーセンティックな場所を構築できるということが

議論されました。 
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我々は、昨⽇から古都京都にて「ホロニックな京都らしさ」について多⾯的に議論を進め

ておりますが、今⽇は観光の観点から、実際に観光コンテンツの造成、販売、⽀援を⼿がけ

ておられる京都市観光協会様より、京都観光のオーセンティシティについて話題提供をい

ただき、観光の視点から京都らしさとしてのオーセンティシティについて考えることを⽬

的に本研究会を開催いたします。 

 

それでは早速ですが、福永様、よろしくお願いいたします。 
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２. 講演①「京都観光のオーセンティシティ」 
 （福永⾹織 公益財団法⼈京都市観光協会・企画推進課企画官） 

 

 
改めまして、京都市観光協会の福永と申します。どうぞよろしくお願いいたします。「京

都観光のオーセンティシティ」ということで、皆さんのご期待に沿えるか疑わしいところで

はございますが、このような機会をいただいているので、しっかりお話できればと思いま

す。 

 

 

 
今は京都市観光協会に出向していますが、実は元々、公益財団法⼈⽇本交通公社に所属し

ております。実践的学術機関として、⾃主研究や科研費での研究などをしながら、コンサル

タントのような受託業務を⾏っている組織になっています。 

私は、東京⽣まれ、徳島県・千葉県育ちですけれど、実はルーツは京都で、⼦供の頃から
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お正⽉とお盆は京都に帰省していました。 

学⽣時代に⺠俗学とまちづくりに⽬覚め、1 年の半分は農⼭漁村でフィールドワークをし

ているような⽣活をしていました。 

その後、公益財団法⼈⽇本交通公社に⼊りまして、地域の観光計画の策定であるとか、施

策実施⽀援を実⾏するような業務に携わってきて、2 年前から、公益社団法⼈京都市観光協

会に出向しています。今は、主にインバウンド関連の情報発信や観光コンテンツ造成の伴⾛

⽀援、各種調査事業等を担当しています。 

 

 

 
今⽇の流れですけれども、まずは簡単に京都の紹介をさせていただいた後に「インバウン

ドイノベーション京都」というインバウンド向けの観光コンテンツ伴⾛⽀援プログラムに

ついて説明し、この取り組みを通じて考察した、京都観光のオーセンティシティについてお

話したいと思います。 
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まずは、京都市観光協会の紹介です。 

 

 

 
京都市の産業観光局観光 MICE 推進室というところが観光部署にあたります。また、

MICE の誘致等を⾏う京都⽂化交流コンベンションビューローという組織等とも連携しな

がら、事業の企画、実⾏をしています。 
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当協会の事業分野ですけれども、ここ数年、統計・マーケティングといったことに⼒を⼊

れています。事業者の経営⽀援や、域内への投資を呼び込めるようにするためにも、有⽤性

のあるデータをタイムリーに発信することを意識しています。あとは、プロモーション⽀援

やオフィシャルメディア運営も⾏いますし、祇園祭の観覧席の販売等も⾏います。あとは、

コロナ禍を経て、オーバーツーリズムの問題がありますが、そういった観光課題の解決、他

には、⼆条城売店や旧三井家下鴨別邸の運営、京都駅にある京都観光総合案内所の運営など

を⾏っています。 

 

 
先駆的ＤＭＯの取り組みとしては、9つのアクションプランを作りまして、これに基づい

ていろいろな取り組みをやっています。今⽇は、「インバウンド向け」というところの「E：

業界交流促進および商品造成⽀援・流通促進⽀援」や、「A：プレイスブランディングの再整

理」の辺りを題材にしてお話しできればと思っています。 
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この辺りはもうさらっといきますが、コロナ禍で京都市の観光客数も落ち込みましたが、

コロナ直前の数字にほぼ並ぶところにまで戻ってまいりました。 

 

 

 
コロナ前後の⼤きな動きとしては、こういったラグジュアリーホテルがかなり進出して

きたということがあります。コロナ前、京都では宿泊施設数の不⾜や価格帯の幅の⼩ささが

課題でしたが、宗⽥先⽣にも関わっていただいた、京都市上質宿泊施設誘致制度等の創設等

もあり、こういった形でかなりホテルが進出してきました。 
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⾏政が出している統計データはどうしてもタイムラグが発⽣しますが、もう少しタイム

リーにこういった数字を⾒られるように、市内の宿泊施設にご協⼒いただいて、客室稼働率

等のデータや予測値等を出しています。 
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インバウンドを取り巻く課題として、やっぱりインバウンドの⽅は、よりローカルなとこ

ろに近づきたいという思いがあるのですが、逆に、住宅地にたくさんの観光客が押しかけて

しまうと⾊々と問題も出てきます。 

地元の⽣活を壊さないように、でもディープな体験ができるような機会を提供すること、

まだ知られていないエリアや混雑しない時間帯での体験を紹介することも重要です。 

あとは、当協会は京の冬の旅とか事前予約の旅のように、⽇本⼈向けの商品開発や販売は

してきましたが、インバウンド向けはプロモーションが主でコンテンツ造成はあまりやっ

ていませんでした。海外メディアに積極的に新しい観光コンテンツを発信できるようにし

た⽅がいいということもあり、2 年前、インバウンドイノベーション京都という、伴⾛⽀援

プログラムを開始しました。 

 

 

 
ポイントは、「⽬利き」ネットワークでして、連携協定を結んでいる京都信⽤⾦庫さんを
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はじめ、当協会が事務局を担っている京都コンシェルジュ研究会、これは、今、市内の 30

近いホテルが加盟していただいている集まりだったり、京都市認定通訳ガイドにご協⼒を

いただくことがあります。あと、京都市海外情報拠点は、海外に 6 ヶ所ありまして、現地

PR 会社に委託して有料メディアへの情報発信を⾏っているものになります。このように、

当協会単独ではなくて、それぞれノウハウを持っている皆さんとも連携しながら、質の良い

ものを作っていきましょうというものです。 

 

 
今までに約 100件の応募をいただきまして、13件を採択しています。具体的にどういっ

たものがあるかは、また後ほど紹介します。 

 

 

 
具体的な⽀援のフローですけれども、まず企画の段階として、採択後、キックオフミーテ

ィングをしながら、皆さんのところに回していただいたような「観光コンテンツ造成⽀援ハ
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ンドブック」を活⽤します。こちらのハンドブックは、まさにこの⼀連の取り組みを通じて、

事業者の皆さんが困っていらっしゃるような課題ですとか、あとは、京都でこういったコン

テンツを実施される上でご留意いただきたいようなところとかを、ポイントとしてまとめ

ているものになります。こういったものを活⽤しながら、具体的にコンテンツの内容を作っ

ていきます。 

あとは、ホテルさんですとかエージェントさんにコンテンツの概要を分かりやすく伝え

るような資料（タリフ）を作っています。 

ある程度概要が固まったらメディアやエージェント等に実際にご参加いただくファムト

リップやモニターツアーを実施し、内容を検証した後、実際にホテルやエージェントさんと

のマッチングの機会を作ったり、海外の展⽰会で紹介したり、当協会が運営している多⾔語

サイトに紹介記事を掲載したりします。こういった造成⽀援プログラムは、作るところまで

は⾯倒⾒ますけど売れるかどうかは知りません、というところが結構多いですけど、ちゃん

と売れるようにということも意識してサポートしています。 

 

 

 
あと、「京都インバウンドカフェ」というイベントを定期的にやっていまして、ゲストを

お招きして話題提供をいただいたり、事業者さん同⼠の横の繋がりを作っていただく場に

なっています。毎回、その時期に合わせた、皆さんが関⼼を持っていただけそうなテーマを

設定しています。例えば、広島県観光連盟さんと「ひろし・みやこ同盟」を結んでいるので、

その関係で昨年は広島県観光連盟さんに来ていただきまして合同で実施しました。 
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具体的な展開策ということで、例えば、OTAの GET YOUR GUIDE さんと連携して、同

社がアジアで初となる⼤規模キャンペーン「京都ディスティネーションキャンペーン」を開

催しましたが、メインコンテンツとして、⼤原で能楽の奥深き魅⼒に迫るというものや、浄

住寺での座禅体験という、この左側の写真の⼆つがインバウンドイノベーションで採択さ

れたプログラムです。 

 

 

 
このプログラムでちょっと意識しているのは、売れれば何でも良いという訳ではなくて、

当協会がターゲットとしている知的好奇⼼の⾼い⼈が求めるような質の⾼いコンテンツを

確実に届けるということです。また、その取り組みが地域や業界の課題解決にもつながるよ

うな取り組みを採択しています。その意味で、ホテルさんを通してお客様に届けるというと

ころは⼀つの意義があります。上のプログラムは、Discover Noh in Kyoto さんと HOTEL 

THE MITSUI KYOTOさんのコラボで、能と縁の深い祇園祭をテーマに⼭鉾町を散策した
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後に、ホテルの特別室で、能楽師による能を間近で鑑賞するというものです。下の⽅は、

HOTEL THE MITSUI KYOTOで⾷事を提供する際に使われる⾷器があるんですけど、そ

の⾷器を作られている清⽔焼の陶芸家さんと対談して、その後に、オリジナルの器を作る体

験をしてもらうというニシザワステイさん提供のプログラムになります。 

 

 

 
このインバウンドイノベーション京都の審査項⽬と採択基準ですが、事業マインド、品

質・独創性、地域貢献、持続可能性というものがあります。その会社さんだけが儲かればい

いというわけではなくて、業界全体や、それ以外の他の事業者さんのところにもきちんと波

及効果があるかどうかというところを⼤事にしています。 

「特に以下の⽅針に合致し〜」というスライドの下の部分に、その中の⼀つ⽬に、「本当

の、より深い京都の魅⼒を楽しめる」というところがありますが、この中にもオーセンティ

シティという⾔葉を⼊れています。 

「知られざる京都の魅⼒に触れられる」というのは、やっぱりどうしても京都観光は集中

してしまうところがあるので、それを分散させて、まだ知られていないところや別の切り⼝

からの視点で楽しんでもらえればと思っています。 

「旅⾏者の⼈⽣に影響を与える」についてはスケールが⼤きい話になっていますが、京都

のロゴマークの下にある「KYOTO This place will enrich your life」から来ているものです。

旅⾏者の⼈⽣に影響を与えるぐらいのコンテンツを提供していただきたいという想いもあ

り、そういった点を基準にしています。 

あと、「地域と未来に貢献できる」ということで、先ほどお伝えしたことと似ている部分

がありますけども、今抱えている業界の課題などに寄与できるかどうか。こういった事業

は、1 年で終わるものだと意味がないので、この先もずっと続けられるかどうかというとこ
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ろも意識しています。 

 

 

 
採択事業の例には、こちらに⽰したようなところがあります。例えば、このDiscover Noh 

in Kyoto さんですが、⼤原にある能楽師さんの⾃宅にお邪魔して、お稽古ができる能舞台で

能楽師さんのパフォーマンスを間近で⾒学できたり、能⾯や能装束を間近で⾒せていただ

きながら対話ができたりします。希望すれば、⼀緒にパフォーマンスを体験することもでき

ます。 

この背景にある課題といいますと、能に登場する舞台や⼈物は、京都にすごく縁が深いも

のが多いです。あとは、どちらかと⾔うと、⽇本⼈の⽅が、能は敷居が⾼いと思っていて、

教養がないと楽しめないのではないかと敬遠してしまうところがあるんですけど、外国⼈

の⽅がむしろ、分からなくても楽しんでいる感じがあります。あとは、能楽師さんのなり⼿

不⾜みたいなところがあるので、そういったところを解決したいという想いがあります。 

そして、その下の曽根造園さん。こちらは、東福寺さんや天⿓寺さん御⽤達の造園会社さ

んですけど、実際に庭師さんから教わりながら砂紋引きを体験できるプログラムになって

います。これは実は、この庭を気に⼊ってもらえばそのまま海外でも同じように作れますと

いう感じで、お庭の世界進出をしたいというねらいもあります。庭師さんも、なり⼿不⾜と

いう問題がありまして、なり⼿不⾜を解決したいという想いや、⾼齢の庭師さんや若⼿の庭

師さんに活躍していただく機会としてのねらいもあります。 

あとは、Kyoto Meditation Centerさん。これは分かりやすいかなと思うんですけども、

有名寺院以外にも魅⼒的なお寺が京都にはたくさんあります。あとは、京都でお寺と⾔うと

安泰だと思われる印象があるかもしれないですが、承継問題があります。檀家のないお寺さ

んとかもあるので、収⼊源がないといった問題もあります。あとは、海外の参拝客も受け⼊
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れたいんだけど、英語が話せないので、受け⼊れられないというところが多い。この Kyoto 

Meditation Center さんは、アメリカの Apple 社でワークショップをされた経験もあって、

英語を話せるので、そういった⽅々が⼩さいお寺さんと組んで、こういったプログラムを提

供しています。 

 

 

 
上の写真は、⻑楽館という、⼋坂神社のすぐ裏にある、円⼭公園の⼀⾓にある⾮常に古い

洋館です。これは、元々は煙草王と呼ばれた村井吉兵衛の別邸兼迎賓館ですけど、今は、ホ

テルとかレストランとかカフェとして活⽤しているところです。 

真ん中の写真は、⾼津商会さんです。映画やドラマ等で使う⼩道具を⼤正時代から提供さ

れてきた会社になります。 

下の写真は、レオタニモトさん。⼤正 14年創業で、当時は⾃転⾞を扱っていらっしゃい

ましたが、今はバイクの販売業やレンタル業をやっています。 

これらの写真だけ⾒ると、あまり京都らしさを感じないかなと思うんですけども、実は全

てちゃんと京都を語れるところです。⻑楽館さんも近代京都の歴史を語る上で⽋かせない

ですし、⾼津商会さんも、京都は⽇本映画発祥の地で、映画業界や太秦を活性化したいとい

う思いがある。レオタニモトさんも、街中に集中している需要を、郊外の魅⼒的なエリアに

分散させるという狙いがあって、そこにバイクを使って⾏ってもらう。バイクというと危な

いイメージがあるかもしれないんですけど、出発前にきちんと講習してから、安全にバイク

を楽しんでもらう仕掛けがあります。このように、ストーリーで語ると、京都らしさとか、

なぜ京都でこれをしなければいけないのかというところがしっかり⾒えてきます。 
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こういったところから、ちょっと京都観光のオーセンティシティについて考えたいと思

います。 

 

 

 
プレイスブランディングの検討に当たって、有識者ヒアリングを実施しました。宗⽥先⽣

にもお話をお伺いしたんですけれども、本当にいろいろな⽴場の⽅から、観光地としての京

都の魅⼒だとか、京都の魅⼒を感じることができる体験だとか、あとは、京都と似ていると

思われるような観光地と京都の違いだとか、今後の京都観光等についてヒアリングさせて

いただきました。 

先程ちょっとご紹介したタグライン「This place will enrich your life」やロゴについては、

昨年度の先駆的ＤＭＯの取り組みの中で検討しました。 

こういった先⽣⽅からヒアリングさせていただきましたが、例えば、京都には語り尽くせ

ない魅⼒があるとか、過去と現在とのつながりがあるとか、多様な個性があるとか、美意識
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や⼼意気みたいなものが根付いているとか、⾃然がこれだけ近い都市であるとか、⽂化が⽣

活に息づいているとか、そういったところが挙げられました。ブランドは⼀⾔で表さなけれ

ばいけないのだと思いますが、それが難しいというところがあります。 

 

 

 
それとは別に、京都のイメージに関するアンケートを実施しました。アメリカ、イギリス、

フランス、オーストラリア、台湾、中国の⽅々を対象に実施したものになります。競合都市

として、パリ、バルセロナ、ローマ、イスタンブール、ボストンを設定しました。京都の観

光都市のイメージとして多く挙げられているのが、「地元住⺠の⽣活・伝統・⽂化」、「⽂化

芸術・インスピレーション」、「⽂化・歴史」でした。 

 

 

 
観光をするに当たってどういった項⽬を重視しますかという重要度と、先ほどの京都の
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イメージをかけ合わせて、強みと弱みというところを⾒てみると、こんな感じになります。

強みとして、⽐較的どの国の⽅にもお答えていただいているものとしては、「⾼品質な宿泊

施設」でした。他にも、「独⾃の⾷⽂化」や「⽂化・歴史」が多かったです。ただ、これら

の項⽬は、他の国、他の都市でも強みになっているので、どこで差別化していくかというこ

とが⼀つあります。 

あとは、⼀番右のところの弱みとして、「地元⺠からの歓迎」ということで、多くの国に

対して、弱み（▲）が付いています。実は、他の都市でも総じて同様で、地元⺠から歓迎さ

れるような雰囲気が欲しいけれども、なかなか実際のところは難しいのかなと思います。 

 

 

 
次は、実際に京都に訪問した時の体験と、京都のイメージをかけ合わせたものです。⻘字

のところは、実際に京都のイメージとして⾼くて、体験率が⾼いもので、具体的には「知名

度のある歴史・逸話」、「地元住⺠の⽣活・伝統⽂化」、「宗教施設・営み」、「⽂化芸術・イン

スピレーション」ですね。これらは、⽐較的しっかり体験ができてイメージ通りだという重

点維持項⽬として挙がっています。 

⼀⽅で、右側の⾚いところの、「飲⾷店での交流」、「その時期・場所ならではのイベント・

⾃然」、「季節・⾃然を感じる⾵景」、「伝統的な街並み」は、京都のイメージとして、複数の

国の⽅が選んでいますが、実際に京都に訪問した時の体験率が低い項⽬です。ここは課題と

して、今後⼒を⼊れていきたいなと思っています。 

⻩⾊いところは、国によって差があるところになります。「⾼品質な宿泊施設」、「⽂化・

⽣活を感じる宿泊施設」等ですね。 
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あとは、写真を提⽰して、どれが京都の価値を象徴しているかを尋ねました。ランドマー

ク、街並み、⾏事、⾷、芸能、仏像、庭園、絵画、花、産業の写真ですね。ちょっと時間の

関係で全てはお⾒せできませんが、例えば、街並みですと、正解率が⾼かったのが左の⼆つ

です。 

⼀⽅で、ちょっと残念だったのが「⾷」です。右のところの画像 4と 5は、海鮮丼の写真

と韓国料理の写真ですけど、それが、京都の価値を象徴している画像として多く選ばれまし

た。韓国料理が、なぜ区別がつかなかったのかは分からないですけど、海鮮丼が選ばれたと

いう時点で、やっぱり観光客の⽅は京都であっても⽇本を求めているのかなと感じました。

これだけで、いろいろと語れますよね。先ほどお話したところと近いのが、真ん中の写真で、

鴨川沿いの中華料理店ですけど、やっぱりこういった洋館は、京都のイメージにはあまりな

いということがうかがえます。 
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オーセンティシティの議論にあたって、私⾃⾝の最近の研究テーマをちょっとお伝えし

ます。ここ最近は、科研費で、戦前の観光政策に関する研究や、レジリエンスに関する研究

をしています。その中で、オーセンティシティとレジリエンスは⾮常に密接な関係にあると

思いました。ストックホルムレジリエンスセンターさんの定義ですけれども、レジリエンス

とは、システムが変化に対応し発展し続ける能⼒で、すなわちショックと攪乱に耐え、それ

らを機に再⽣と⾰新を促進することということです。いわゆる⻑期的に影響を及ぼすスト

レスと、例えば、戦争やコロナのように突発的に影響を及ぼすショックの異なるタイプの影

響があります。もちろん⽂化財も同じで、崩壊してしまうと、それがなくなってしまうと思

うんですけれども、それが元の状態でずっとキープされるというよりも、何らかの影響を受

けて変化することを前提にしながら対策を講じることが求められます。⽂化財とは異なり

ますが、京都の⽼舗の企業などが続いているのは、変化に柔軟に対応してきたからという要

素もあると思っています。 

 

 

 
京都の場合、例えば、応仁の乱とか天皇が東京に移られたという⼤きなショックがありま

したが、「⺠」の⼒で京都博覧会を⽴ち上げ、いち早く外客を受け⼊れた。あとは、伝統産

業も海外の技術を学んだり、⽔や電⼒などを整備しながら活性化を図ってきました。 

これはちょっといわゆるストレスとは違うかもしれませんが、⼟地が狭いとか、盆地気候

で夏が暑くて冬が寒いとか、そういったところのマイナスな影響もプラスに展開すること

で、京都らしい街並みができあがってきました。 

先⽣⽅のヒアリングにもありましたけれども、京都の魅⼒はいわゆるレイヤーのように

積み重なっていて、そこに宗教とか、⽣活とか、政策とかが、複層的にそれこそホロニック

な形で構成されている。この⾮常に説明が難しいところが、まさに京都らしいということだ
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と思っています。ハンドブックにも書いてあるんですけれども、めききの⽂化、たくみの⽂

化、こころみの⽂化とか、こういった⾔葉で代表されるような要素がかけ合わさっているの

かなと思います。 

 

 

 
レジデンスの先⾏研究で⾔われていることですれども、「個」のレジリエンスと「集合体」

のレジデンスは重なり合っていて、「個」のレジリエンスが「集合体」のレジリエンスに影

響を及ぼすと⾔われています。それと、レジデンスも、元から備わっているようなところも

あれば、獲得的レジリエンスということで後から⾃分で努⼒してつけられるレジリエンス

もあります。そういったところを踏まえて考えると、例えば、「個」の⼒、「⺠」の⼒が強か

った京都というのは、「⺠」から作っていったような番組⼩学校や京都博覧会とか、そこに

政策がきちんと組み合わさっていったということですね。教育、産業、都市、⽂化政策が基

本にあったからこそ、今の京都観光の魅⼒があるのかなと思います。 
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当協会としては、知的好奇⼼が⾼い⼈をターゲットにしています。以前は、富裕層をター

ゲットにしていましたが、知的好奇⼼の⾼い⼈は価値のあるものにはしっかりと対価を払

う意識が⾼いので、消費は後からついてくると思っています。 

 

  

 
そういった⼈をターゲットにした時に、当協会として⼒を⼊れてきたのは、海外拠点を通

じた情報発信で、知的好奇⼼の⾼い⼈が好むようなメディアと関係を構築してきました。海

外展⽰会へ出展したり、海外向けのニュースレターを配信したり、あとは、そういったメデ

ィアが京都を取材される際の活動をサポートするような、BtoB向けの活動を⾏っています。 
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インバウンドイノベーション京都の採択基準の⼀つであるオーセンティシティについて

ですが、いわゆる安かろう悪かろうではなく、本物をきちんと価値づけして差別化しようと

いうことです。 

あとは、先ほど少し紹介しましたが、事業者さんは独⾃のアプローチで京都の深い魅⼒を

体験してもらおうと⼯夫をされています。そのような事業者さんがいる⼀⽅で、偽物を⾒抜

けない消費者さんもいらっしゃいますし、そもそも本物を求めない消費者さんもいます。先

ほどの写真のところでよく分かっていただいたと思うんですけど、京都に求めているもの

が京都らしさなのか、それとも⽇本らしさなのかというところがすごく難しい。 

オーセンティシティの判断というところで、私達は「新しい」・「古い」の価値観だけでは

判断しません。例えば今の時代に建物の外壁等を塗り替えたりすると、新しくなって変な感

じだと⾔われると思うんです。でも仁和寺の⽅がおっしゃっていたのですが、歴史のあるお

寺も建⽴された当時は最先端の施設だったと。あと、⻑楽館の例ですと、⻑楽館は近代京都

の歴史を語る上で重要なコンテンツです。⼀般的な⼈から⾒たら京都らしくないかもしれ

ないですが、京都の歴史を語る上では⼤事なものです。外部の⼈から⾒て⼀⾒、京都らしく

ないかもしれないものでも、実は地域にとっては「京都そのもの」で、かつまだまだ知られ

ていないものもあるので、京都と絡めて語れるストーリーがあるかどうかというところも

重視しています。ただ、このインバウンドイノベーション京都というのはきちんと「売れる」

ということを意識していますので、「売れる」・「売れない」というのは、また別の話で考え

ます。売れるためには、やっぱりマーケットインの視点、いわゆる旅⾏者や消費者の⽅が本

当に必要としているかどうかという視点もすごく重要になります。そういう意味では、⾃分

たちが売りたいもの、⾒せたいものを打ち出すプロダクトアウトのバランスをどうとるか

ということを考えなくてはなりません。 
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最後に、京都観光の課題ですけれども、寺社・伝統産業の承継問題・⼈⼿不⾜などですね。

私も実際に、京都でお仕事をするようになって、これだけ本当に困っていらっしゃるお寺さ

んが多いことを知りましたが、本当に危機意識を持っています。 

あとは、旅⾏者の皆さんが持つ理想の京都というものを、実際どれぐらい体験できている

か。実際に京都に来てみると、どこも⼈だらけで、イメージしていたものと違ったというケ

ースもあるのではないかと。知的好奇⼼が⾼くて⾃分でリサーチする⼒がある⼈に直接届

けていくためにはどうすればいいかというところがありますし、そういった知的好奇⼼の

⾼い⼈が求めているものに対して、こちらが提供しているものをきちんと届けられている

かという、情報のマッチングの部分も課題として挙げられます。 

あとは、複合的な観光政策へということで、これは先ほどお伝えした通りになりますが、

京都の観光の魅⼒というのは、やっぱり⽂化、教育、産業、それ以外の魅⼒がいろいろある

からこそだと思います。その意味でも複合的な政策が⼤切だと思います。 

あとは、京都を応援したい国内外の⼈が関われる体制・仕組みづくりという点については

学⽣の時からちょっと研究してきたんですけど、いわゆる⽂化財等として⾃治体が指定し

たものを持ち主や地域の⼈だけに全部負担をかけるのはちょっと違うかなという気がする

ので、応援したい⼈が⼒になれるような仕組みというのを考えていく必要があるかなと思

います。その意味でも観光というのは⼀つの切り⼝になるのではないかと思います。古美術

商の代表の⽅もおっしゃっていましたが、お茶とか⽣け花といった伝統⽂化は、道具を買っ

て、⽉謝を払って、お稽古をすることで継承されてきたというところがあるそうです。その

意味では、こうした⽂化を⾝近に体験できる環境にある私達住⺠⾃⾝が、まずは京都の⽂化

を体験して楽しむということが⼀歩かもしれないといったことも考えていました。ないな

と思っています 
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以上で、私からの発表を終わります。どうもありがとうございました。 
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２. 講演「繰り返された京都らしさの議論」―形作られた京都の表象― 
（宗⽥好史 関⻄国際⼤学国際コミュニケーション学科・教授） 

 

 
福永さん、ありがとうございました。市⺠の前でお話になる時は、お気をつけになった⽅

がいいなと思う点があったんですが、まず、誤解のないように⾔っておくと、京都では観光

は重視されていません。市⺠はそもそも観光を嫌っています。インバウンドを嫌っていま

す。これは、京都が真⾯⽬に観光都市としては設計されていないからです。私は「⽇本の京

都」研究会の委員⻑やっていますので、そのお話をします。 

 

 

 
まず、京都は「どういうまちか」について、京都の歴史を勉強する。この間、観光協会の

皆さんの前でブランドの話をした時に最初に⾔ったんですが、ブランドなんか必要ない。 

まず、江⼾時代。（本居）宣⻑が京都に住んだ。この時に国学を始めたんですよ。皆さん、
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国語の時間に⼩中⾼とずっと習ってきた古典は、基本的に宣⻑が選別したものです。全部が

京都オリエントです。だから、⽇本⼈の⼦供は、国語を真⾯⽬に勉強すればするほど、京都

が好きになるように作ったんです。そりゃそうでしょ、枕草⼦が⼤河ドラマであれほど受け

るというのは、皆それを読んでいるからです。読まされているんですよ。 

それから、さらに、それを散々⼤衆化した『都名所図会』(1780 年)というすごいガイド

ブックが出てくる。その後の『拾遺都名所図会』(1787 年)とかがいっぱい出るけど、今の

京都の観光地で、それらに登場してないところはほとんどないです。全部、もう江⼾時代に

決められてしまった。 

それから、明治時代になって、遷都というのではなくて、東京奠都が⾏われ、岩倉具視が

死ぬ前に建⽩書を書いていた。後で説明します。ついこの間(＊2005 年)、御所の中に迎賓館

ができた。迎賓館は、建⽩書の中に書いてあって、ようやくできた。⼆条城を宮内庁の所管

にして京都市に払い下げたけど、これももう明治の最初に具視が⾔っていたことでした。あ

と、今ちょっと話が出た博覧会は、平安遷都 1100 年のときに岡崎で平安神宮を創建したん

です。これもずっと後を引いていて、1200 年のときに梅⼩路公園を整備したんです。梅⼩

路はまだまだこれからですけど、このような⻑い歴史があって、この時に京都の形が決めら

れた。あそこに美術館もあるし、みやこメッセもあるし、動物園もあるし、となっている。 

あと、皇紀 2600 年の時に⼤きなイベントがありましたが、この時も、いわゆる帝都巡⾏

とか聖都巡⾏という形で、これが戦争に動員する時の⼤きな仕事になった。この後、戦後の

平和国家、⽇本の古都京都を⽬指せというように全部書き換えるわけです。ドイツやイタリ

アでやったようにね。ローマの休⽇がこの古都でした。当時の⼈が上⼿に勉強して、アンノ

ン族の京都、ディスカバー・ジャパン、いわゆる『美しい⽇本の私』、これは川端ですけど。 
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私は、もう 30 年以上、京都の先⽣をやっていますが、京都らしさをどう作ってきたかと

いうのが、京都の都市政策です。歴代の観光政策官の⼈が皆⾔うのは、京都の観光は京都の

⽂化を守るために稼ぐための⼿段だと。だけど、JTBさんは、マーケティングのことを勉強

されているから、そのマーケティングで、どんどんいわゆるディズニーランド化させている

わけですよ。分からない⼈たちに売らなくてはいけないからね。でも簡単に⾔えば、京都を

守るために、京都を分からない⼈には来て欲しくないんです。上質宿泊施設誘致制度の委員

⻑やっていますけど、京都は、チープな観光をする外国⼈やホテルを追い出すために、ホテ

ルの客室の基準を、バリアフリー法を使ってどんどん上げています。だから、25 平⽶以下

の客室を作ることは京都ではアウトなんです。だんだん厳しくなっています。 

こういう段階で平安遷都 1200 年の時に、冷泉さんが頑張って、裏千家さんがそれまでず

っと中⼼になってやっていたやつを、今度、源⽒物語千年紀としてやったんです。それから、

新景観政策、この時も、建築学会とかが出てきて、散々議論しました。今、このガイドライ

ンが、物的には京都らしさの⼀つです。その後、京都創⽣と「⽇本の京都」研究会が、⽂化・

景観・観光をやっていて、いわゆる⽂化財政策、⽂化芸術政策、⽂化、それから景観をきっ

ちりやって、国のご⽀援を全⾯的にいただいて、基準法の改正とか都市計画法の緩和とかい

ろんな⼿続きをとってやってきた。 

実態のない京都らしさと書いたんですが、町家も和⾷も「脱・京都」で、世界や全国から

の期待に応えて、「偽物」の京都を再⽣産してきた。先ほど、ご説明にあった海鮮丼の話に

関係して、ちょうどイタリアで、40 年ぐらい前に、それこそ JTBさんが昨⽇ナポリに連れ

ていったお客さんがローマに戻って、今⽇もヴォンゴレを⾷べたいと⾔うんですよ。ローマ

でヴォンゴレは無理だと⾔うことになるんだけど。当時は物流も良い時代ではなかったの

ですが、今の⽇本は物流が別段に良くなっていて、京都での海鮮丼も⼗分美味しくなってい

ますので、そういうことがいっぱい起こるわけです。だんだんと「脱・京都」化します。 
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簡単に話していきますけど、宣⻑のことを書きました。⾯⽩いことに、五⼭の送り⽕を 3

年か 4 年前に時間をちょっとずらしてやった。その時も、多分この時間だろう、⼤丈夫だろ

う、元々江⼾時代も使っていただろうということで、宣⻑のこの『在京⽇記』を引いた。 

それから、宣⻑は、「もののあわれ」で枕草⼦や源⽒物語を語った部分と、「敷島の⼤和⼼

を⼈問はば朝⽇に匂ふ⼭桜花」とかと⾔って、すごい軍国主義的に使われる部分とがあっ

て、いわゆる記紀とかがそうなんですが、神道にもすごく影響を与えているので、その部分

で京都らしさをどう作っていくかが⼤きなポイントです。 

 

 

 
いずれにしろ、さっき⾔った通り、古典が⽇本⼈のことを決めている。 
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あと、いわゆる『都名所図会』ですが、これも⾯⽩いんですけど、 

 

 

 
江⼾時代に、国内の観光ビッグバンが起こって、皆が旅⾏するようになった。これはいろ

んなところで⾔われていますけど、これが既に今の京都の観光を⽰している。 
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「奴茶屋」については時間もないので説明を⾶ばしますが、 

 

 
「⾛井茶屋」というような、既に観光施設がいっぱい出てくる。 
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『都名所図会』とか『東海道中』を⾒ていただくと分かるんですが、観光客向けに書かれ

ているので、何が出てくるかというと、⾷べ物と⼥郎の⼆つなんですよ。あと、博打をやっ

ているのが少し出てきたりするんですけど、景⾊とかではないんです。だから、観光という

のは、どこの国でもそうなので悪いとは⾔わないけど、「飲む打つ買う」なんですよ。だか

ら、皆嫌うんです。後で⾔いますけど、任天堂さんがホテル丸福樓というのを作ったんです

が、「飲む打つ買う」を上⼿に外した。「飲む」は今ではグルメ物、「打つ」はゲームなんで

すが、「買う」というのが LGBTになったんです。というような観光の脱「飲む打つ買う」

ということが⽂化的に今起こっているんです。 

 

 

 
これで⾔うと、京都にお江⼾から上ってこられる⽅は、上りがこの三条⼤橋で、この橋を

渡って右⼿が上京、左⼿が下京なんですけど、要は武家の町と町⼈の町なんです。それが三

条を境に分かれるように⾒えながら上⼿に交差している。そういうところに⽂⼈墨客がい



 
 

 36 

るんです。だから、未だにそういう街の構造になっているということです。 

 

 

 
あと⾯⽩いのが、この⼗返舎⼀九の『東海道中膝栗⽑』。6 巻と 7巻が京都のことを書い

ていますが、 

 

 

 
内容とかは説明しませんが、こういうような時に、異⽂化体験をした。弥次さん、喜多さ

んが上⽅に来ることによって、何が⾯⽩いのかという体験をした。今のインバウンドの⼈た

ちも、弥次・喜多と同じ体験をしているんですよ。彼らは彼らなりにこういう⽂化を楽しん

でいて、我々⽇本⼈もヨーロッパに⾏った時に⽂化体験としてかなり恥ずかしいことをた

くさんしたんですけど、だんだんだんだん覚えてくるというプロセスがあったんです。そう

いうことを京都でこれからどうしていくかという話なんです。 
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時間もないのでもうやめますけど、明治に作った岩倉の建⽩書だけやりますね。この時に

ここにざっと書いたやつがリスト化されているんですけど、岩倉が⾔ったのは、京都は、⽇

本の京都なんですと。観光客に⾒せるための京都ではない。江⼾時代に堕落してしまった。

特に幕藩体制をやめて近代国家⽇本を作ったわけですから、京都というものの果たす役割

があったわけです。京都は、まさに国⺠⽂化の中⼼だったわけであって、教育の中⼼だった

わけです。だから、それこそあなたの⼈⽣を豊かにする、⽇本⼈を教育するための⼿段だっ

たんです。この後にいろんな⼈たちが⾔っているんですが、ヨーロッパ⼈を⾒ろと。彼らに

はちゃんと教養がある、グランドツアーもする、ラテン語の勉強をする、ギリシャ語の勉強

をする。⽇本では、古⽂をラテン語の教育とする。漢⽂をギリシャ語の教育とする。この⼆

つを教育しない限り、帝国⼤学に⼊れないと⾔ったんですよ。それで国公⽴に⼊るために

は、理系だって古⽂や漢⽂に苦しむわけです。 
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修学旅⾏⽣がまさにそういう「皇国発祥の地」京都に学んでみたいなことやって、今でも

⼀部の政治家はこういうことが好きなんですよ。だから、逆に観光客から京都を守れという

のは強くあるわけです。だから、双京構想といって、今、三笠宮家の彬⼦⼥王が⼤徳寺にお

住まいですが、将来は、皇室が京都にお戻りになるべきだという意⾒があるくらいで、そん

なところに観光客が、、、みたいなことを⾔うわけですよね。 

 

 

 
元々、岩倉の時代からそういう街のつくり⽅をしていて、 

 

 

 
平安遷都 1100 年に合わせたこういうモニュメントを作ったんだけども、ムッソリーニと

かヒットラーの影響が徐々に始まっていたので、こういうモニュメンタルな空間をつくる

というのが、当時の建築とか都市計画の先⽣たちからすると得意なことだった。そこにどう



 
 

 39 

やって⽇本的なセンスを⼊れてくるか、京都らしさの追求ということも、建築デザイン的に

は散々議論されたことです。 

 

 

 
ちょっと⾶ばしますが、今の私のお話は、この伊藤之雄先⽣が『近代天皇制と古都』とか

『みやこの近代』で結構たくさん書いておられます。 

 

 

 
それからもう⼀⼈、この⾼⽊博志先⽣。今京⼤ですけど、この 2 ⼈が、近代、⽇本が京都

をどう作ったかということを書いていて、いっぱい説明しています。 
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こういうやり⽅をしていて、この後でちょっと簡単に⾔いますけど、 

 

 

 
これなんですよ。この時に、ローマの休⽇と同じように、ムッソリーニのファシズムのロ

ーマをもう途端にロマンティックな街に変えてしまったという操作が⾏われたわけですよ。

この時に登場⼈物、それから描かれる室町がすごくヒットしたのも、これも主⼈公が室町の

お嬢さんだったからです。北⼭杉の評価が今でも⾼いのは、もう⼀⼈の双⼦の⽚割れだった

わけで、未だに中村外⼆⼯務店という、菊乃井や俵屋旅館の数寄屋建築で有名なところがあ

るんですけど、あそこが北⼭杉の PR をして「古都」に登場した。2016 年くらいにリメイ

クを作ったんですがヒットしなかった。DVDを⾒てもらうと分かりますけど、北⼭杉のフ

レーズと室町のフレーズを上⼿に合わせていて、⾨川市⻑も登場していて⾯⽩いです。 
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2016年のリメイクがこれです。このときに京都らしさの追求について散々議論しました。 

 

 

 
このディスカバー・ジャパンの時にうけた⼥性化した京都というものを、どう⽂化的に⼊

れてくるかという話があった。 
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イコモス（の研究会）なので⼀応⾔っておくと、古都京都の⽂化財に関しては、この間、

朝⽇新聞に書いてもらったんだけど、追加登録の議論が度々出てくるんですよ。 

 

 

 
何を追加するかという話になった時に、王権、いわゆる天皇に関するものをどうするか。

ご存知の通り、古都奈良を登録した時に正倉院を⼊れたんです。それから 2017年に、百⾆

⿃古墳を登録した。百⾆⿃・古市では、宮内庁がとても協⼒的でした。宮内庁には宮内庁の

歴史があって、岩倉具視以降ずっと真⾯⽬にやってくれていますから、随分御所が協⼒して

くれるわけですよ。景観政策とか美観審議会でも時々⾏くと、宮内庁の建築の⽅に「すいま

せん」と呼ばれて中に⼊れてくれて「ここから KBS京都のアンテナが⾒えるんですけど」

と教えてくれる。そういう協⼒体制が細かくあるので⾯⽩いんです。 

 



 
 

 43 

 
冒頭で申し上げたように京都というのは、ここにあるように、時代ごとにつくられている。

修史の詔とかからずっとやってきた、明治の岩倉の発想した作り⽅の京都。それから、戦争

中にできてきたのが軍国主義的な皇国史観。それから、戦後。戦後には、戦前に散々やった

ので修学旅⾏の⽬的地から京都を外した時があるんです。平安神宮なんて⾏くべきではな

いとか、原爆ドームに⾏け、とかとなったわけですよ。それが昭和 30年代の終わりぐらい

から、京都に戻ってくるんですよ。今はもう、修学旅⾏では京都が圧倒的に⾸位を取ってい

ます。⼀番売りやすい、⼀番先⽣たちも連れて⾏きやすいからという安易な理由なんです

が、きちんと勉強もしていないのに、本当に修学旅⾏⽣を京都に連れてきていいの、という

ところもあるかもしれない。そして、こういうアナール学派とかいろいろ出てくるんです

が、これが歴史への眼差しの変遷なんです。 

 

 

 
それから、もう⼀つ。京都⼈からすると、この⼈は⼀体どういう歴史観を持っているの
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かいう時に、歴史⼩説好きなのか、歴史⼩説だったらまだいいけど、時代⼩説、時代劇チャ

ンバラとか⽔⼾⻩⾨とか、あのレベルで歴史を知っている⼈とかいるし、それで、教養のレ

ベルが全く違うからという話ですよね。 

さっきちょっと出たペラペラの着物というのも、もっと⾼いのを着て来てくれと、京都

の着物業界の⼈はもちろん嫌がるんですよ。でも、ちょっと考えると、何であの⼦たちは

こんなに着物のコスプレがしたいの、と考えたことがありますか。つまり、欧⽶とかアジ

アもそうなんだけど、戦前の観光地を研究しましたけど、やっぱり「フジヤマ」、「ゲイシ

ャ」なんですよ。マダム・バタフライになってしまう。そのような戦前にヨーロッパで流

布された⽇本のイメージの中に、着物を着ている⼥性というのがあって、⼀つのプロトタ

イプというかカリカチュアというか、そういうイメージで、着物を着ている。ちょっとイ

ンタビューしたら分かりました。そのような気持ちがあるので、それにある程度応えてい

くことも当然必要なんですよね。同時に、彼⼥たちはそれで⽇本⽂化を体験しようとして

いるということもあるわけで、ここで⾔うんだったら、私は歴史⼩説ファンですとか、私

は時代⼩説で⼗分ですみたいなレベルがあるのと同じように、彼らインバウンドのお客さ

んにもそれぞれの教養がある。でも、（⽇本の事を）全く知らない⽅もいれば、結構勉強

して来られる⽅がいますので、そういうことをこれからどう捉えていくかということが必

要になる。 

京都は全国の他の観光地とは違うので、我々がこの京都に関わる随分前から、宣⻑の時代

からずっとこうあるべきだという京都論というのがあったことを思い出していただいて、

それが⽇本の歴史学もそうだけど、⽂化財⾏政にもすごい影響を与えている。今⽇は、その

ことを話す時間がないですけど、⽂化財保護制度が京都を守るためにできてきた。もっと⾔

うと、観光政策というのも京都を売るためにできた。今、マーケティングの先⽣たちが、観

光客が来ない観光地を売ろうとする時に、マーケティングの⼿法を使うんですが、京都には

そういうのが全く要らない。もっと⼤事なのは観光で稼いでもらったお⾦をどう使うか。京

都の⽂化遺産、⽇本の京都、同時に世界の京都でなくてはならないわけですよ。川端康成が

ノーベル賞をもらったように、世界にとって⽇本の⽂化遺産というのがどういう意味を持

つかという、いわゆる世界⽂化遺産的な視点からどういう貢献ができるか。これがいわゆる

イコモスの⽂化観光憲章で散々議論したことで、⽂化遺産を守るために観光を正しく使う

ということを理解しないと、多分、観光にどんどんどんどん引っ張られ、向こうはビジネス

ですから、どんどんディズニーランド化してしまいます。ユニバーサルスタジオジャパンの

客を取り戻すためにこういうマーケティング有効でしたねという話を、京都に当てはめて

しまいますから。それは⼤きな間違い。売れない⽅がいいんです。だって、我々は京都を守

らなくてはいけないわけだし、我々がここで踏ん張れなかったら京都がなくなってしまう。
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やっぱり⽇本にとって京都は必要なんだ、世界にとっても必要なんだということが分かる。

冒頭の観光協会さんがおっしゃっているように、やっぱり⽇本⼈を豊かにします。さらに、

これから世界の⼈たちをもっと豊かにしていく。古典もそうだけど、漫画とかあるいはアー

トの世界というのがすごく広がっている。 

さっきご紹介いただいた伝統産業は、何がいいかというと、伝統産業そのものを現代化し

て、イノベーションして今も続けているということなんですよ。我々、国際協⼒で東南アジ

アとかに⾏って伝統産業の⽀援を、いわゆる町並み保存と⼀緒にやるんですけど、極めて難

しいですよね。何でタイとかインドネシアとか、東南アジアでは伝統産業の保存がうまくい

かないのか、再⽣がうまくいかないのか。京都の伝統産業振興法という国の法律があって、

伝産課が同じ産業観光局の中にあるんだけど、それと⽐べてみるとよく分かる。伝統⽂化は

守るものではなくてイノベート、学習していかなくては駄⽬なので、観光の⼒を使って無形

⽂化遺産、それから伝統⽂化を⾰新していくことのノウハウが⾼い。これなんかは、とりあ

えず今ちゃんと京都で学んでおけば、すぐ世界に役⽴つということだと思いますので、その

辺をぜひ伝えていただければと思います。 

⻑くなりましたが、終わります。 
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３.質疑応答 
 

桑原 宗⽥先⽣、ありがとうございました。ではこれから、オンラインでご参加の皆
様を含め、どうぞご⾃由に、京都らしさに関してのオーセンティシティについ
てのご意⾒、ご議論いただければと思います。 

 

⼭⽥ 本当に⾯⽩かったです。宗⽥先⽣の⽇本らしさという点です。2020 年に京都⽂
化景観に関する報告書(『「京都の⽂化的景観」調査報告書』)が出ていますが、
あれをどういうふうに評価されていますか？奈良⽂化財研究所が作成して京都

市が発⾏したものです。 
 

宗⽥ 清⽔さんたちがつくったやつですね。評価しますよ。今、奈良⽂化財研究所は
また、それこそインバウンドの⽅に⽇本⽂化をどう理解してもらうかという⽇
本⽂化のインタープリテーションについて、⼤きなプロジェクトを作っていま
す。そのメンバーに私も⼊っているんですけど、たしかにもうちょっと丁寧に
議論したかというか、どう映るかという議論もあるし、現代の京都市⺠がどう
捉えているかということもありますので、いろいろこれからの余地はあると思
うんだけど、元々京都は、岡崎の⽂化的景観を、ちょっと⼤きな⽂化財として
は取り扱っているし、それ以外にはもうちょっと広い京都の景観政策というの
があるので。 

 

⼭⽥ 京都市の全体像みたいなものを説明するものがないか、今サイトをいろいろ⾒
ましたが、京都のディスティネーションのサイトを⾒ても、スポットで場所を

⾒ていて、京都の都市全体がどういうふうにつくられたとか、そういうところ
が外国⼈に触れられる機会があまりように思います。ローマとか、どこの歴史
的都市に⾏っても、都市がどういうできたかはすぐ分かるようになっていると

思います。京都はすごく分かりやすいようですけども、⽇本の学⽣も結構知ら
ないのではないかと思います。例えば、京都の左京は、⻄か東かどっちかも分か
らないような学⽣がすごく多いと思います。その点についてはどうでしょう
か？ 
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宗⽥ 地理の教育をどうするかにもよるけど、私は学校教育で、平安京がどうできて
きたかというのは結構勉強したと思っている。でも、たしかに最近の⼩中学⽣
の教科書からは抜け落ちているのかもしれない。僕はイタリアの研究者なんで、
ローマでもそれと同じような議論が⾏われていて、ちゃんと教養を持ってロー
マに⾏って留学とかした⼈間は、ローマがどうできてきたか分かっているんだ
けど、70 年代かな、ローマの都⼼の⼩学⽣がナヴォーナ広場の名前も知らなか
った。スペイン広場も知らなかったというのがあって、やっぱりこれはまずい
ということになって、ちゃんと学校教育で教えようということで、イタリアの
ステラという環境保護団体がやり出したんです。パリでもそうです。今実際に、
パリジャンと呼ばれる⼈たちがごっそりパリから抜けていなくなっているの
で、ちゃんとパリとかローマの歴史を教える作業も必要です。それこそ和⾷だ
と、⽇本料理アカデミーの皆さんが⼩学校に⾏って出汁の取り⽅を教えていま
す。インバウンドの⼈たちにそれをどう伝えるかということも必要ですけど、
やっぱり伝え⽅が下⼿、インタープリテーションが下⼿なんですよ。当然ロー
マでもパリでも、アラブの⾦持ちがいっぱい来た。⽇本では、JTBさんも JTB
インバウンドという会社まで作ってやっておられますけど、まだまだ未開拓で
すよね。 

 

⼭⽥ 京都でブランディングをするという点に関して、イタリアであればスローフー
ド協会のブランディングは素晴らしくて、（スローフード協会の）シールが店の

ドアに貼ってあるのを⾒たら信頼できるから⼊ってみてと、イタリアに旅⾏しに

⾏く⼈には紹介するぐらいです。でも、京都では、本当に京都らしいレストラン

はそういうシールなど格付けられたものを絶対に付けたくないのではないかな
と思っています。だから、京都でブランディングをするときに、どうやって良い

ものを認証していくのかという点を伺いたいのですが、どうでしょうか？ 

 

福永  どこが認証するかにもよりますが、⽇本はそういった格付けのようなものがや
りづらい雰囲気があるなと思います。当協会では、京都観光モラル推進宣⾔事
業者に⼿を挙げていただき、その中から優良事業者さんを表彰するというもの
もやっています。質の⾼い取り組みをされている事業者さんを⾒える化して情
報発信していくことで、格付けとまではいかないまでも差別化するような取り
組みはしています。⼀⽅で格付けではないですが、京都もお店に⾏くと店頭に
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⾊々なステッカーが貼ってあり、京都の景観にとってはどうなのだろうと思っ
ていて、表現⽅法も要検討かと思います。 

 
⼭⽥ ありがとうございます。 
 
宮﨑 今⽇は、⾯⽩いお話をありがとうございました。京都に⼀年半住んで、また戻

ったことで、アウトサイダーと少しだけインサイダーとしての視点をもって⾒
えてくる京都は、それぞれに全然違うということが分かりました。そのうえで、
私がいつも不思議なのは、福永さんの今⽇のお話にも出てきた「外国⼈にどう
いう情報をどういう形で伝えていくか」というところです。これからちゃんと
分かってくれる⼈に来てほしいというときに⼤事になってくると思うのです
が、今現在の段階で、外国⼈は京都や⽇本に関する情報をどこで⼊⼿している
のでしょうか。先ほどおっしゃったみたいに、本当に興味のある⼈は皆それぞ
れで調べて来ているので、本当に⽇本⼈も知らない、京都の⼈でも地元の⼈し
か⾏かないようなところに、外国⼈の⼈が少数ですがいらっしゃいます。この
⼈たちはどこで情報を⼊⼿しているのかなというのがすごく不思議で、そうい
う⼈が⾏くのは、多分地元の⼈が⾏くような⾏きつけのお店で、あんまり外部
の⼈には来て欲しくないと思っているようなところなのですが、ちゃんと何か
⼿続きを踏んで⾏こうとしている。この⼈たちもまた、どこで情報を⼊⼿して
いるのでしょうか。 

そうではなくて、多くの⽇本⼈観光客は、⼤体テレビで扱われていて、ここが最

近ホットです、というお店に集まりますが、その反⾯、外国の⼈しか⾏かないよう

なお店もあり、何で⽇本⼈は誰も並んでいないのに、外国⼈が並んでいるのだろう

か、と不思議に思うところもあります。それぞれの層がどこで情報を⼊⼿している

のかという点についてお伺いできますでしょうか。 

 
福永 はい、ありがとうございます。まさに外国⼈が多いお店というのは、海外で流

通しているガイドブックに掲載されていたり SNS 等で話題になっているとこ
ろかと思いますが、あわせて外国語対応等、受け⼊れ体制が整っているような
ところが多いかと思います。データで⾒ると、SNSはもちろん当たり前にメイ
ンなんですけど、海外の⽅で多いのは、⼝コミです。なので、SNSや⼝コミサ
イト、GoogleBusinessProfile 等の⼝コミで良いコメントが⼊っているものほど
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⼈気になりますし、家族や知り合いからの情報というのは⼀番信頼の⾼いもの
になります。そういう意味でも京都に住んでいる知り合いを作ってもらえると
良いのかなと思っています先ほどちょっと紹介したターゲットの中にもあっ
たんですけど、京都に何らかの繋がりを作ってもらえると、京都という地域⾃
体にも愛着を持ってもらうことができ、マナーモラルの観点からも良いのかな
と思っています。 

 
宮﨑 それをすでに⾃分のレベルでやっている⼈たちがいるということですよね。例

えば、朝早く⼤覚寺にいるヨーロッパの⽅たちのような海外からの観光客をも
っと多く呼びたいということですよね。 

 
福永 多分リピーターも結構多いんですよ。 
 
宗⽥ ほっといても増えますよ。ローマもフィレンツェも、皆そうですよ。まさにリ

ピーターが増えてくる。いわゆる動物園型から変わっていくんで。京都は、リ
ピーターの獲得率がすごく⾼いですから。 

 

宮﨑 ただ、もう最初にここは⾒たから、今度はもっと他のところに⾏ってみたいと
いうのではなくて。 

 

宗⽥ そう。それは動物園型観光客なんですよ。まだ動物園のレベルなんですよ。リ
ピーターというのは、同じところに⾏くんですよ。私も 10歳年を取ったから、
10 年前のあの場所に⾏って、今どう感じるかということが感じたい。これだけ
⼈⽣ 100 年時代になって、僕は 68 歳ですけど、ローマに戻って、かつて 20 代
の頃に留学して住んでいたあのアパートに⾏ってみたいとか、センチメンタル
ジャーニーみたいなものですよ。 

 

⼭内 それに関連した質問で、今、インスタグラム的なところで、⼈はものを探して
いるということを私も実感しているけども、DMOの調査か何かで、だんだん
SNSの⽅に全部シフトしてきたことが、実際の観光客の動向にどういうふうに
表れているかとか、そういうふうなものを数とか形で調査した結果はでている
んですか。 
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福永 どうしても市の統計等では主要地点での調査が中⼼になってしまうので細か

な部分の把握が難しいですが、いわゆる有名観光地ばかりではなく、地元の⽅
でもあまり知らないようなところに観光客が⾏くようになっているのは SNS
等による影響かと思います。あとは画像とか動画の⽅が重視されるようなこと
になってきたということで、提供者側の商品にも変化がやっぱり出てきたなと
いう感じがあります。いわゆるインスタ映えみたいなビジュアルを重視したも
のが作られることによって、京都の観光を取り巻くコンテンツが変化している
様⼦は⾒えます。 

  

宗⽥ そういうところは早晩なくなりますよ。 

 

福永 そういうところは、売れなくなったら、また次の別のものを作る。 

 

宗⽥ どうしてもこれだけお客さんが多いと追随が出て、フェイクが出てしまうんだ
けど、フェイクはフェイクですから。 

 

⼭内 私としては、そういう調査もちょっと押さえておいてもらって、ちゃんとした
ところが、やっぱりこういうことやっていたら⻑⽣きしませんよ、みたいなも
のを調査結果としても出してほしい。 

 

宗⽥ 京都で起こっているのは観光ビッグバンなんですよ。だから、今調査しように
も、調査対象をどこにするのかという話なんです。インバウンドといったって、
欧⽶からだって来ているんですよ。それも結構伸びているんですよ。でも、や
っぱりアジアがすごく多いわけです。だから、例えばヨーロッパみたいに、ア
メリカ⼈が急に増えた後、ヨーロッパ⼈が増え、その後、⽇本⼈が増えたとい
うように段階的に増えてくれたら、割とマーケティング調査できやすいんだけ
どそうじゃない。中国⼈だっていろんなセグメントがあって、中国⼈の 30 代、
40 代の⼥性の⼀⼈旅は良い客なんですよ。だけど、どこかの安い本当に泥棒み
たいな旅⾏代理店が、お客さんから盗むような質の悪い連中がいるわけですよ
ね。いま、⺠泊問題を⼀⽣懸命取り締まっていますけど、この間、中国⼈と研
究会をやっていたら、中国⼈の価値観では「朋有り遠⽅より来る、亦た楽しから
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ずや」というあのことわざがあるように、京都に⾏ったら京都の友達、もちろ
んフェイクですよ、友達のふりをしてくれているわけで。 

 

⼤窪 ⽴命館⼤学の⼤窪です。今⽇は⼤変興味深いお話をありがとうございました。
個⼈的に印象に残った話で、京都の応援団がありますけど、いいなと個⼈的に
は思うんですけど、やっぱりただ観光に来るのではなくて、京都を応援する気
持ちがあれば、マナー的なところも守られるだろうし、最低限のところは学ん
でから⾏くでしょうし、そこからモラルの問題も改善される部分があると思い
ます。そういう意識を変えて京都に来ていただくための取り組みとして、具体
的にどういう⽅法があるのかなというところを疑問に思いましたので、お答え
いただければと思います。個⼈的には、今、⼤学の教員なので、演習や講義を
担当する中で、私は防災の研究者であるので、京都の防災をどうするかという
ことを、いわゆる PBL 演習で取り組んでいます。その中で、私の⼤学以外の
⼈も来て、お寺の住職さんに参加してもらって、演習の経験を通して京都の応
援団になってもらう。京都は⼤学のまちでもあるので、学⽣さんたちはまた地
元に帰ったり就職して京都を離れたりするんですけど、京都の応援団になって
くれていれば、そこからいろいろ応援してくれたり、マナーの問題が解消され
たりすると思います。取り組みの途中だとは思いますが、ぜひよろしくお願い
します。 

 
 

福永 はい、ありがとうございます。まさにおっしゃる通りで、リピーターに来てい
ただきたい、京都に愛着のある⼈に来ていただきたいというのは、まさにそこ
なんです。今⽇はお時間がなくてあまりお話できなかったんですけど、京都観
光モラルということで、どちらかと⾔うと、観光客だけにマナーの問題をお願
いするのではなくて、やっぱり観光客の⽅と接点がある事業者の皆さんですね、
あと住⺠の三者がそれぞれ、持続可能な京都観光を実現するために皆で⼤事に
したいことを意識していきましょうということを情報発信しているところに
なります。 
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(宗⽥先⽣スライド) 

 

⼤窪 「京都マナーを求めていますよ」と発信するのは最低限やるべきだと思うんで
すけど、それを具体的にどう相⼿のアクションに繋げるような取り組みが…。 

 
宗⽥ それで⾔うと、グリーン⼤作戦が、祇園祭で⼤成功しているではないですか。

ゴミゼロの⽅々がやっているやつですけど。同じように、今、京都の主だった
ホテルに、松井市⻑が、特にインバウンドの客にホテルのロゴが⼊ったゴミ袋
を持たせて、ゴミは持ち帰ってもらおういうことを指⽰したんですが、やっぱ
りホテルの反応が悪かった。逆に、ラグジュアリーのホテルは、祇園祭も⼿伝
っているし、ゴミゼロ作戦にも加わっているところがあって、事業者のモラル
が本当にピンからキリまであるんだということを丁寧に観察しています。 

 
 
事業者の中でも、京都の⽂化財を国が守っていると思っているところがありま
す。そうではなくて、いわゆる保持者が守っている。国はあくまでも、多少の
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お⾦を払って保持者を助けているだけなんです。これがイコモスの⽂化観光憲
章の第 2 バージョンで⾔っているカストーディアン・コミュニティのセオリー
です。まず有形・無形の保持者がいます。その周辺にいるのが、ファースト・
カストーディアンというやつで、神社があるとしたら、神主に当たる。その外
側に⽒⼦がいる。さらに外側に、住⺠、コミュニティがいる。コミュニティの
⼈たちはまず、⽒⼦の⼈たちにリスペクトを持つ。⽒⼦はもちろん、神主に完
全にリスペクトする。そのために⽣きているみたいなところがあるので、神主
は神様にリスペクトする。同じように、例えば⽂化、無形の和⾷もそうだし、
それから伝統産業もそうだけど、その第 1のカストーディアンがすごく真⾯⽬
にやっている。その⾃分の⼈⽣をかけてやっているようなことを、第 2 のカス
トーディアンが尊敬する。室町の問屋の旦那が職⼈のところに⾏っても、ちゃ
んと職⼈さんは頭下げられるわけですよ。「あんたが作ってくれる限り、うち
は⾼く売れるんやで」みたいなことで、そういうような構造をうまく作ってい
くことが、歴史都市を守っていく仕組みなんです。だから、観光客はその積層
化しているカストーディアンを⾒て、私も第 4のカストーディアンになろうと
思って、お⾦を払って買ってくれたり、住みついてくれたりするというこの仕
組みをプロモートすることが⽂化観光憲章のポイントなんですよ。これを作っ
た時の 90 年代の⼈たちは、アメリカ、カナダ系が多かったので、オーストラ
リア系とかもいたんだけど、もう今はいなくなってしまったので、あんまり誰
も伝える⼈がいなくて、私が細々といろんな国で伝えていますけど、いわゆる
サステナブルツーリズムで、UNWTOが⾔っているトラブル、エンジョイ、リ
スペクトのリスペクトは、これから来たんです。 

 
⼤窪 どんな形であれ、「参加する」ということがすごく⼤事で、学⽣さんから聞い

た話なんですけど、すごく京都が好きになったきっかけというのは、時代祭に
バイトで参加したことだったという。ある意味、学⽣さんの特権といったとこ
ろもあると思うんですけど、⾃分が⽂化的なものにちょっとだけ、隅っこだけ
でも触れることで、⾃分の気持ちの中に応援団としての芽が芽⽣える。⾃分で
体験して、そういう機会を持つ…。 

 
宗⽥ 先⽣は今、草津が拠点でしょう。だから、我々でちゃんと意識しないといけな

いのだけど、15⽇の葵祭、時代祭もそうだけど、学⽣が最近真⾯⽬に授業を受
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けるようになってしまった。それで、下鴨のすぐそばにある府⽴⼤なんて、⼀
番責任重⼤だったんだけど、学⽣の代わりに、葵祭とか中年のおじさんたちが
⼀⽣懸命参加して、今は爺さんばっかりになってしまった。あと、下鴨の府⽴
⼤と⼯繊⼤と京⼤の学⽣にも下鴨神社の巫⼥さんがすごく⼈気ですよ。毎年、
下鴨神社の理事をやっているけど、⾯接がすごく厳しくて、なんか三菱商事の
⾯接に⾏っているみたいな、就職試験のような緊張感がある。皆、できる⼦た
ちなので、特にそういう雰囲気がするんです。 

 

ゲッペルト堀内 EP のメンバーで、⽂化財⼯学研究所のゲッペルトと申します。今
⽇は、本当にありがとうございました。ちょっとお伺いしたいところが、福永
さんのプレゼンテーションで紹介された、DMO で採択した資料をいくつか⾒
ていて思ったのは、それに採択しているところは仲介業者みたいなところです
か。禅を実際に教えるお坊さんではなくて、それを仲介する業者さんを⽀援す
るみたいな感じでしょうか。Kyoto Meditation Centerをみていたら、実際のお
坊さんが運営しているのではなくて、実際座禅をさせる⼈は地元のお寺さんで
あるとか、他のところでも、ホテルが陶芸家さんをきちんと紹介するみたいな
ところがあって、その仲介役というところのサポートが⼤きいのかなと思った
んです。違っていたら教えていただきたいんですけども、オーセンティシティ
という⾯で考えた時に、実際に⼿を動かしたり、実際に何かを作ったりする
⽅々と、仲介する業者さんでは⾒⽅が変わってくるかと思いますが、その⼈た
ちへの波及効果的なものというのをどういうふうに考えていらっしゃるので
すか。⾼付加価値化をして、実際のお寺さんや陶芸家さん収⼊が⼊るわけです
し、仲介役さんにも⼊りますし、それがトリクルダウンしてどこまで波及する
のでしょうか。 

 
福永 ありがとうございます。まず、紹介したものがたまたま間に⼊ってらっしゃる

⽅が多かったものだったかなと思うんですけれども、ご紹介した曽根造園さん
等はまさに、ご⾃⾝がいわゆる造園の分野からお寺等に関わっていらっしゃる
ところです。例えばお寺さんや能楽師さん等は普段の運営や公演等のお仕事が
ある中で、観光客向けの体験にまで広げていくのは難しかったりしますし、職
⼈さんであればあまり語ることがお得意でない⽅もいらっしゃるかと思いま
す。そういう中で、その世界に精通しつつ間に⼊って関係を取り持つことがで
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きる⽅の存在というのは⼤きいのかなと思います。あまりそこについては、こ
ちらの事業の⽅でこういう⽴場の⼈だけを⽀援しますという感じで制限して
いるものではないです。波及効果という⾯で⾔いますと、先ほどもお伝えした
通り、その事業者さんだけが儲かればいいというわけではなくて、担い⼿や後
継者不⾜のお寺さんとか、なかなか参拝者の⽅が少ないお寺さんとか、そうい
ったところの課題解決につながるということを意識してします。あとは、能を
提供してらっしゃるところであれば、実際能楽師の⽅というのは、公演に加え
て公演以外の場⾯でもお能の普及に向けた取り組みをされていらっしゃった
りするんですけど、例えばきちんとお能のことがわかっていて英訳できる⽅が
サポートをしたり、公演以外のディープな楽しみ⽅をプロデュースすることに
よって、より多様な⽅に伝えていただけるという、いわゆる能の業界の発展の
ところにも寄与するのかなということが想定されます。ただ、まだ始まったば
かりということもあり、そこの効果の図り⽅というのはちょっとまだこれから
かなと思います。 

 

宗⽥ それで⾔うと、今、⾦剛能楽堂が⼊館者の半分以上がインバウンドになって、
同じようにミラノ・スカラ座は 7割までが外国⼈だった。だから、イベント系
の施設というのは、インバウンドがあるからかなり持つというのは世界的に知
られている。教会とお寺は⼀緒にならないけど、京都の鵜飼さんという先⽣が
いろいろと本を書いているけど、お寺はやっぱりどうしてもこれから急速に減
っていくでしょう。多少整理して、全てをとても残すことはできない。⽂化財
に指定されているものは残しますが。 

 
ゲッペルト堀内 インバウンドの⽅にシフトしていくとなると、先ほど宗⽥先⽣も京

を⽀えていたお茶のお稽古事で、そういったお稽古事によって⽀えられる伝統
⽂化ではなくて、インバウンドの外国⼈によって下⽀えされる⽂化というふう
になるのか、それとも両⽅で⽀えていくのか、どうなっていくのでしょうか。 

 
宗⽥ いや、インバウンドだけではないですよ。そもそもお稽古事⾃体がなくなって

いるんだからね。お茶だって、戦後昭和 30 年代に、室町とかと⼀緒になって
お茶の稽古というのが始まったわけですよ。戦前には、あのようなお稽古なん
てなかったから。もっと江⼾時代だったら、裏千家とかすごく寂れていたじゃ
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ないですか。そのようなすごく⼤きな歴史的な流れの中で変化していくので、
お稽古事がなくなったら、お茶はお茶で、お花はお花で、どう⽇本⼈の中で受
け⼊れられるか。その中に⼀つインバウンドの体験があるというのを、それこ
そ未⽣流笹岡さんとか、裏千家さんとかも⼀⽣懸命考えておられる。いわゆる
裏千家なんかは、世界中にセンターを持っていて、世界の裏千家になっている
ということもある。そこはちょっといろんな⽅法があるので、単純に考えない
⽅がいいと思います。 

 

⽊村 ありがとうございました。僕は建築設計実務に携わっている EPメンバーです。
僕は、かつてスイスに住んでいたこともあって、スイスからの友⼈を⽇本で迎
えることが多くあります。彼らは残念ながらリピーターではなく、⼈⽣で初め
て⽇本に来ましたという⽅が多い。短くても 2週間は滞在するんですが、⼤都
市のみならず⾃然⾵景を求め各地を巡っています。彼らの⽬的意識は、⾵⼟を
含めた広義の⽇本への旅⾏であって、必ずしも⽇本の歴史⽂化だけを⽬指して
きているわけではないと思います。先ほど京都に来られる⽅が、⽇本を求めて
いるのか、京都を求めているのかという話があり、⼀⽅で、京都こそが⽇本な
んだというお話がありました。DMOでは、⽇本に来るということと、京都に
来るということのバランスの取り⽅について、どのように議論されているのか
教えていただけるでしょうか。 

もう⼀点。そもそもオーバーツーリズム問題の対策として、様々な地域に観光

客を誘導することで京都のような知名度の⾼い観光地への集中を緩和しようとい

う⽅針があります。⼀⽅で京都DMOは京都の魅⼒を伝え広めることで、結果とし

て京都の独占をさらに強めようとしているようにも思えます。⽇本各地に関⼼のあ

る訪⽇観光客からしてみると、実際に京都に来てみると、奈良だって近いし、伊勢

だってそんなに遠くないし、いろいろ魅⼒的なエリアが周辺地域に多いことに気付

くと思います。ただ、そこはローカルDMOのスコープ外となってしまいます。そ

ういった観光客ベネフィットに⽴脚した地域間の連携は、DMOという仕組みはど

ういう役割を⽰せるのか。以上 2点、よろしくお願いします。 

 

福永 国の流れとしても、いわゆるゴールデンルートだけではなくて、もっと地⽅に
⾏ってほしい、というような政策にどんどん切り替わっています。それはそれ
で⼤事なことですが、京都は飽きたから他の地域へというのではなくて、まだ
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まだ知られていないものがたくさんあって、価値がわかる⼈ほど京都はリピー
ターになる地域なのだと思います。、京都としては、他の地域にはなくなって
しまった⽇本の歴史が残っているという意味では、＝⽇本という側⾯もあると
は思いますが、だからといって他の地域と同じかというと全く違うと思います。
先ほど宗⽥先⽣のお話にもありました通り、京都は世界の中で京都であるべき
で、⽇本の中だけど、やっぱり京都という⾔葉が世界で認知されているという
か、そういったところが⼤事なところなので、私達DMOとしては、いくら海
外の⽅が海鮮丼とかカニを⾷べたいからといって、そこにあわせて京都らしく
ないものをみんなが出してしまったら、わざわざ京都に来る⼈は減っていくの
ではないかと思います。地域の個性や特徴というのがあるのがやっぱり⽇本ら
しさだと思います。だから、あまり⽇本だからといって、ぼんやりした上辺の
ところを京都で出すのではなくて、きちんと京都は京都というアイデンティテ
ィを表現することを、私達はやっている感じです。 
他の地域との連携ですけども、広島県観光連盟さんとひろし・みやこ同盟を結

んで連携しながら取り組みをしたりもしています。ただやっぱり歴史的背景という

か、そういったところの違いが分かっている⼈は、やっぱり広島に求めるものと京

都に求めるものが違っていて、違った眼差しできちんと来てくれるので、そういっ

たところではきちんとそれぞれの特性を出しつつ、お互いにちょっと弱みを補い合

う。例えば、京都であれば少し⾃然があるのにアクティビティみたいなところが不

⾜しているといったところがあるので、そういったところは広島から学んでみよう

とか、そういったやり取りはあります。 

 
宗⽥ そもそも無理なんですよ。それは、⽇本の⾏政機構の問題、つまり縦割りと横

割り、国と地⽅の問題をおっしゃっている。ちょうど京都駅の観光案内所を京
都市の観光協会がやっている。今回契約更新の時期なので延⻑するかどうかで
議論した時に、松井市⻑と⻄脇知事が同じ東⼤出⾝ということで仲が良いこと
もあって、上⼿にコラボしている。例えば、観光案内所に宇治市の職員を常駐
してもらうとか、宮津市からは研修に来てもらうとか、奈良県とコラボしよう
とか、つまり、市の観光協会のプロパーがいるので、その⼈たちのノウハウを
ちゃんと他府県や府内の市町村に上⼿に伝える仕組みを作って、そういう議論
がようやくできるようになってきた。あとは、もう観光庁の腕次第だけど、観
光庁はそういう調整機能をあまり持たないので、とりあえず京都はほうってお
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けとなるけど、他もできてないからという話です。だから、やっぱり観光政策
というものが新しすぎて、まだとても出来ていない。スイスは⼩さな国ですし、
また、スイスと⽐べるのもちょっとどうかという感じがします。それに⼤事な
ことは、DMOをいくら作ったからといって、ちゃんとDMOが本当にマネジ
メントできているところは意外と少ない。京都だって、景観と⽂化財とは全然
別だから、DMOがいくら頑張っても、そもそも観光客を誘導することはでき
ないですよね。昔の団体旅⾏の経験があるからMICEをやったら集まるだろう
とかいう旅⾏会社もあるけど、集まるはずもないし、これだけ個⼈旅⾏が増え
てしまうと、そのプロモーションよりも⼤きな影響⼒を持つ社会現象があって、
あるいは⽂化現象があって、そっちのことをちゃんと把握しない限り、簡単に
観光客は集まらないし、分散もしないです。 

 

桑原 京都らしさということで、京都は世界の中の京都であるべきだというところの
ブランディングの提供価値、これが結局オーセンティシティなんですけど、そ
こがまだ定まっていない、ホロニックを⼀つに定めることは難しいとは思うん
ですが、今後、京都らしさというのを⾔語化していくような取り組みというの
を進めていかれるのかというところと、あと、宗⽥先⽣が、インタープリテー
ションがやっぱり重要だというお話をされましたが、先ほど京都市観光協会さ
んの⽅で、いかに京都らしさの価値といったものを伝える、そのインタープリ
テーションに対してどのように考えていらっしゃるかということの今後の取
り組み予定を教えていただければありがたいです。 

 

福永 ありがとうございます。インタープリテーションという意味では、京都市認定
通訳ガイドの育成とかも⾏っていますけど、こちらから⾔えば、本当はもう皆
さん、ガイドさん付きで京都観光してほしいぐらいです。でも、なかなかそこ
が難しいから、例えば、京都駅の案内所で、京都市認定通訳ガイドが、まずは
その京都の全体の話とかマナーのお話をしてから、観光に⾏ってもらうとか、
あと、⼆条城でのガイドツアーをやっています。やっぱり⼈から直接聞くこと
って違うじゃないですか。先ほどもありましたけど、何かチラシを⾒てという
ものよりも、やっぱり旅先で会った⼈とか、現地のガイドさんから⾯と向かっ
て得たものの⽅が⼤事だと思います。また、京都は質の⾼いメディアがたくさ
んあるので、そういったところともパートナーを組んで連携しつつ、観光協会
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としては地域全体の情報をキュレーションしつつ、公的な組織として発信すべ
き内容を出すことを意識しています。 
メッセージのところですけれども、このアンケートを取る時に、ロゴマークも

ある程度、案を出して、それを元に、どれが京都らしさを感じるかみたいなことを

やってみたんですけど、やっぱりしっくりこない。海外情報拠点の PR担当に話を

したら、今のロゴマークはすごく好きだと⾔われたこともあり、⼀旦ロゴマークは

そのままにして、タグラインの部分を変えようかなと思って、今最終調整中です。 

 
宗⽥ でも、そのマーケティング的な⼿法はとらない⽅がいいよ。マーケッターはそ

うやって⾔うけど、そもそも京都には必要ないんだから。京都が何でこう有名
になっているかということや、ブランドがどうしてできてきたかということを
正しく理解すればいいのであって、これだけ積み重なってしまった京都という
ブランドを無視して、新たなブランドを作るというのは本当に愚かなことです
よ。そいつがいかに不勉強か、ということだけのことなんですよ。 

 
福永 新たなものを作ろうとしている訳ではなくて、京都が今まで積み重ねてきたも

のをどう表現するかというところなんです。 
 
宗⽥ だってさ、京都みたいな⼤きなものに対して、何で⾃分が関わることができる

と思うんだろうね。それって、なんかすごく思い上がりじゃない。そんな態度
に⾒えてしまっている。 

 
福永 よく⾔われるんですけど、私も学⽣の時にどっちかというと、まちづくり的な

⽴場で地域と関わってきたので、今の課題を解決したいと思うのですが、やっ
ぱり先⽣にはおこがましいと⾔われるんですね。ただ、観光が地域のプラスに
作⽤するかマイナスに作⽤するかという⾯においてはやっぱり DMO として
やっていくべきこともあるので、その辺りはきちんと積み重ねていきたいと思
っています。 

 
宗⽥ よくやっているよ。 
 
福永 ありがとうございます。 
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宗⽥ 皆さんは観光案内所を使ってみてください。すごく良くできている。こんな観

光案内所を運営できるところは、全国もちろん世界にみてもない。フィレンツ
ェとかローマとかも、あのレベルは絶対に維持できない。本当に窓⼝のスタッ
フがすごい優秀。⾔語的にも優秀だし、解説が本当に上⼿い。⾏ってみてくだ
さい。⾒事に対応していて、あれは他の府内とか地⽅からも研修に来るべきだ
ということしきりに⾔うんですけど、すごいんです。 

 
福永 5⽉には、韓国から視察研修にいらっしゃいます。 
 
桑原 ありがとうございます。2時間を⼤分超えてしまいましたが、皆さん、たくさ

んご議論いただきまして、本当にありがとうございました。それでは、研究会
の⽅はこれで終わりにさせていただきたいと思います。皆様、ありがとうござ
いました。 
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